
研究概要
　多眼カメラを用いた火炎の三次元時系列 CT
計測により乱流予混合火炎の瞬間的な三次元輝
度分布を捉え、得られた瞬間火炎輝度の三次元
情報から火炎の 3Dモデル化を試みました。

背景・従来技術
　「燃焼」は、燃料からエネルギーを取り出す
エネルギー変換技術 として、最も簡便で多く
の分野で利用されており、現代社会を支える重
要技術の一つです。一方で、環境汚染や地球温
暖化問題などの問題を引き起こす原因の一つで
もあります。環境負荷低減のためのクリーン燃
焼の実現に向けて、燃焼効率の改善や乱流燃焼
現象の解明といった燃焼基礎技術の向上が望ま
れています。

特徴
　普段見ることの出来ない瞬間的な乱流予混合
火炎の形状や動きを三次元的に捉え、火炎の状
態を直観的に把握し易い 3D モデル化すること
で、火炎面凸部での反応低下のメカニズム解明
など、乱流燃焼現象の解析に有効な技術です。

実用化イメージ
　本技術により燃焼の瞬間的な状態を的確に捉
えることができるため、エンジン内での乱流燃
焼のメカニズムの解析など、種々の燃焼機関で
の応用が期待できます。また、火炎の 3D モデ
ル化は直観的に火炎状態を把握できて分かり易
いため、今後の燃焼研究での 3D の有効な活用
事例と考えます。
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！ 　エネルギー変換工学研究室では、環境にやさしい熱エネルギー変換技術に関する研究開発を行って

います。本テーマや燃焼、エネルギー変換にご興味のある方は、当研究室へご連絡ください。
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